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[第40回岡山実験動物研究会の開催]
本年12月8日(金)午後 1時30分からメルパルク
OEAYAMA(岡山市)で岡山県新技術振興財団の後援で
開催します｡この研究会では記念 ･特別講演3題を
予定しています｡ 9月26日開催の常務理事会で記
念 ･特別講演の企画や講師について協議することに
していますので､講演内容や講師にご希望のある方
は事務局(国枝)または最寄りの常務理事にお知らせ
いただきますようお願い致します｡本研究会のご案
内は､会のプログラムが出来次第会員の皆様にご案
内いたします｡
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[事務局からのお知 らせ]
岡山実験動物研究会は会員皆様のご指導とご支援
により､今年12月創立18年目を迎えることになりま
した｡今後も､㈱林原生物化学研究所 ･藤崎研究所
の関係者のご協力を頂きながら､取り組んでいきた
いと考えておりますので､会月の皆様には引き続き
ご鞭撞とお力添えを賜わりますようお願い致 しま
す｡
会の運営､企画などにご希望､ご意見がありまし
たら､ご遠慮なく事務局または最寄りの常務理事ま
でご連絡下さい｡事務局住所は下記の通りです｡
〒700-8530 岡山市津島中1丁目1-1
岡山大学農学部 国枝 哲夫
TEL:086-251-8314
FAX:086-251-8388(庶務係)
E-mail:tklnieda@cc.okayama-u.aC.jp
【会費納入のお雇い】
平成12年度の年会費として､正会員は1,000円,賛
助全点は30,000円(一口)を徴収いたしますので､本
会報に挿み込まれている郵便払込通知票を用いて､
年会費を郵便局からお振り込みくださいますようお
願いいたします｡
[編集後記]
特別講演の講師の先生方､会員の皆様からのご協
力を得て､第17号研究会報を無事発行することがで
きました｡前年度からの懸案であった会報の投稿規
定を作成し､本会報に掲載致しました｡会員の皆様
には投稿規定に則って､引き続き積極的にご投稿い
ただくようお願い致します｡また､会報の編集に関
するご希望､ご意見をお寄せ下さい｡
今年の ｢ヒトの遺伝情報をほぼ解読｣のニュース
は､人類の月面着陸に例えられるほど素晴らしい画
期的な出来事と言われています｡現在､ゲノム配列
の9割 がつきとめられ､23対の染色体のうち既に5､
16､19､21､22番が解読を終了し､ヒトゲノム解読
は遺伝病の発症機構や治療と予防､複雑な生命現象
の解明､ヒトの多様性や進化のしくみなどの解明に
貴重な情報を提供するものとみられています｡
今回は参考資料として最近一年間､新聞紙上に取
り上げられた生命科学 ･動物実験に関するトピック
スを紹介しました｡それらの内容はヒトゲノム解読
完了に加えて､遺伝子操作､遺伝子治療､がん細胞
の増殖抑制､クローン牛の細胞分裂､染色体の均等
分配､骨髄移植､再生血管移植､アルツハイマー病
ワクチン開発､I)NA分析や画像化など多方面にわ
たっています｡ヒト-の臨床応用をめざした動物実
験は不可欠であり､今後益々重要性を増してくるも
のと思われます｡
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岡山実験動物研究会会則
(名 称)
第 1条 本会は岡山実験動物研究会 (英文名 :
OkayamaAssociationforLaboratoryAnimal
science)と称する｡
第2粂 本会は岡山県内並びに県外において実験
動物及び動物実験に関心をもつ人々によって組
織された団体である｡
(目 的)
第3粂 本会は実験動物及び動物実験についての
知識の交流をはかり､あわせてこれら関連領域
の進展に寄与することを目的とする｡
(事 業)
第4条 本会は前条の目的を達成するために次の
事業を行う｡
1.学術集会､講演会等の開催
2.会誌及び関係学術資料の刊行
3.会月相互の連絡
4.その他必要と認められる事業
(会 員)
第5条 本会の会員は次の通 りとする｡
1.正会月 本会の目的に賛同して､所定の
入会申込書を提出した個人とす
る｡
2.賛助会貞 本会の目的に賛同し､理事会の
承認を経て所定の入会申込書を
捷出した個人または法人とする｡
3.名誉会員 本会の発展に功労があった者で､
理事会の承認を経て推薦された
者とする｡
(役 員)
第6粂 本会に次の役員をお く｡
1.理 事 15名以上20名以内 (うち､
会長 1名及び常務理事若干名)
2.監 事 2名
3.評議貞 若干名
(役員の選任)
第7条 会長及び常務理事は理事の互選によりこ
れを定める｡理事は正会員の互選により選出さ
れた者とする｡監事及び評議員は理事会が選出
し､会長がこれを委嘱する｡
(役員の職務)
第8条 役月の職務は次の通 りとする｡
1.会長は本会を代表し､会務を統轄する｡
必要に応 じ理事会及び常務理事会を召集する｡
会長に事故あるときは､理事の互選により1
名を選び､会長の職務を代行する｡
2.理事は理事会を組織し､本会の会務を審議
し､議決する｡
3.常務理事は会長を補佐し､庶務､会計､渉
外､集会､広報などの実務を担当する｡
4.監事は本会の会計を監査する｡
5.評議月は評議員会を組織 し､会長の諮問を
うげ､重要事項を審議する｡
(役月の任期)
第9条 本会の役員の任期は2年とし､再選は妨
げない｡
(会 計)
第10粂 本会の経費は正会員並びに賛助会月の会
費､寄付金､その他の収入をもってこれにあて
る｡ 会計年度は暦年度とし､会費は別に定める｡
(運営規則)
第11条 本会の運営はこの会則によるが､会則の
変更は理事会の議決を経て､総会の承認を受け
ることとする｡
(総会の構成)
第12条 総会は正会員をもって組織する｡
(退 会)
第13粂 会貞が脱会 しようとするときは､脱会届
けを会長に提出しなければならない｡
(事務局)
第14条 本会に事務局を置く｡
本会則は平成2年 12月 1日より施行する｡
